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K．心・肺・血流

　一1bO－　Thalliumスキャンニングの基礎（オートラ

ジオグラフィーによる204T1の体内分布）
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　　　　　○松井謙吾，飯尾正宏，千葉一夫，

　　　　　　山田英夫，村田　啓，川口新一郎
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　目的：ee1Ttによる心筋スキャンは，もはや心疾患

の診断には欠かす事の出来ない放射性医薬品であり，

すでに基礎的，臨床的研究データーが見受けられる。

体内分布に関する研究でも心筋以外に腎，肝等への集

積の見られる事は報告ずみである。本研究はThallium

集積状態を細胞単位で観察する事を目的として，オー

トラジオグラフィーの手法を用いて実験を行った。

　対象及び方法：対象とした動物は，30g以上の比

較的老令マウスを用い，201Tlに代りβ線放出核種であ

る204Tlを使用した。雌雄各2匹のマゥスに204Tl　8μCi

を静注，20分後に殺し，心，肝，脾，腎，骨格筋，小

腸，睾丸，卵巣を摘出し，直ちに凍結組織切片を作製し

Kodak　NTB－2乳剤にてオートラジオグラフを行った。

曝写時間はテストスライドにて5日間と決め，全組織

の同時現象を行い，HE染色を行った後に鏡検した。

　結果：20iTlのP線によるgrainが多く観察された

臓器は，心筋，肝，脾，骨格筋，腎等で心筋はほぼ一

様にgrainの散在が観察され，骨格筋もほぼ同様の所

見であった。肝，脾は前二者よりgrainはやや粗で，腎
　　　’においては細尿管に著明な集積が観察されたが，糸球

体にはほとんどgrainが見られなかった。小腸にもわず

かながらgrainが観察され平滑筋にも多少は集積する

事がうかがえる。興味深い所見としては，畢丸組織で

睾丸実質に全くgrainを見ず，間質細胞であるLeydig

細胞に限局して高い204T1の集積をみとめた事である。

　考案：本研究にて凍結組織切片を作成しオートラジ

オグラフィーを行った理由は，通常の手法では組織内に

取り込まれたzo4　T　tが組織製作処理中に溶液内にとけ込

んで，真のオートラジオグラフィーを作製し得ないと考

えたからである。従って凍結切片は5日間の曝写期間

中にaut・lysisを来し，（特に肝においてその現象が著

明）組織学的研究としては不満足なものであった。し

かしながらactivityの存在はある程度細胞単位で観察

する事が出来，204T1が細胞質内に分布している事をう

かがわせるには十分であると考えられる。又腎では糸

球体には見られず，尿細管に多くのactivityの存在す

る事から，Thalli鋼1のanal・gであるKの代謝との関

係もうかがい知る事が出来よう。睾丸間質細胞である

Leydig細胞にのみaXTIの集積が見られる事は，又一

方この細胞の機能が十分解明されていない現在，興味

ある所見と考えられる。
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　心筋硬塞の補助診断法としての心筋スキヤンには従

来種々の核種，放射性医薬品が用いられてきた。心筋

スキヤンは，硬塞部位をhotに摘出するものと．

coldに摘出するものとに分けられるが，後者に属す

るものとして．近年，201Tl塩化タリウムによるも

のが注目されている。我々は201TLを用いる心筋スキ

ヤンの検討を行なつたので報告する。

　方法と対象：ラット大腿静脈に挿入したカニユーし

ょり201TL　CL約4pCiを注入し、10分．30分
60分後に脱血屠殺し，各臓器を取り出し，ウエルカ

ウンタで放射能を測定し，臓器分布をみた。正常志願

者1名において，201TL2mci静注後，反対側肘静
脈よ9経時的に採血し、血中消失曲線を求めた。同時

に心臓部前面、左側面．枝面．第二斜位80．40，

60度のシンチフオト．腎部シンチスキヤンをえた。

患者19例に201TZ2mc　i静注後．心臓部のシンチ
フオトを前面，左側面，第二斜位45度方向より撮影

した。撮影にはサールphoガンマ皿．東芝102s型

シンチカメラを用い，ウインドウを69－SOKeVの

KX線に設定，撮影は静注8分後に開始した。シンチ
パツクに収録したデータより左室心筋周辺部と，中心

部にROIを設定し放射能集積比を算出した。

　結果：201TLのラット臓器分布は．静注10分後

に，腎．976S投与量／組織1g．心a61．肺256でつ
いで脾，膵，肝，胃の順であつた。血中ではa14S／

mLあっft。心への分布は30分後4401．60分後

2661であり．血中濃度は30分後allf．60分
後aOS％であつた。正常志願者（39才男性）の血中

消失曲線は2相性の指数函数を呈し，Tl／2は第1

相6分．第2相288分であつた。本例kよび．心筋

硬塞のない患者13例では，左室心筋が摘出され．心

腔に相当する中心部の放射能集積の程度は種々で．ほ

oe．一様の分布を示すものから．かなり明瞭な同心円を

示すものまでみられた。7例について中心部に対する

計数率比を求めると．前面像85－98S”左側面像89

　－9S％．第二斜位45度79－86Sであつた。尿毒症で著

明な左室肥大を示した1例では3方向共ほぼ一様な分
布を示した。急性前壁側壁硬塞例では斜位で中心部の

　欠損が明瞭になると共に．側面像前方．前面像左側方

　の周辺部の明らかな欠損がみられた。急性純後壁硬塞

　では，側面像で後下方に小欠損がめられ，心電図上．

下壁を含む前壁側庖硬窪（陳旧性）では中心部欠損が拡

大，明瞭となると共に．斜位で下方．前面像で左側方

tsよび下方の周辺部欠損を認めた。
　201Tzによる心筋スキヤンは急性および陳旧性心筋
　硬塞の部位診断に有用と考えられる。
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